
平成１8年（２００6）9月平成１8年（２００6）9月 〈２０〉

【文芸】短歌、俳句、川柳など

【作品】絵画、工芸品、町の風景写真など

●自作の未発表作品で、一人一作品とします。

●ギャラリーの作品については、その写真をお

送りください。

　（撮影が困難な場合は、ご連絡ください）

●住所・氏名・電話番号・作品の場合はタイト

ルを明記のうえ、お送りください。

※締め切り　掲載号の前月の末日（必着）

■問い合わせ・送り先

　〒７１６－８５０１（住所不要）

　高梁市役所企画課公聴広報係　��０２１０

　Eメール：kikaku@city.takahashi.okayama.jp

※応募多数の場合は、紙面に掲載できない場合

もありますので、あらかじめご了承ください。

※提供いただいた写真等は返却できません。

作品の募集について

「仔猫」切り絵
中山 町子さん（高倉町田井）

「
あ
ゆ
の
つ
か
み
ど
り
」写
真

野
口 
繁
男
さ
ん（
津
川
町
今
津
）

「秋草」手描き友禅
川上 孝子さん（玉川町玉）

「絵手紙いろはカルタ」(部分) 絵手紙
高木 富惠さん（成羽町下原）

「うちわ」和紙細工
富家学童クラブ児童の皆さん（備中町長屋）

「黒髪の女性」切り絵
千崎 千香子さん（有漢町上有漢）



平成１8年（２００6）9月〈２１〉

城
下
町
に
出
向
い
た
と
き
御
用
全
般
に
わ
た
り
手
助
け
す
る
宿
）

が
一
二
軒
あ
っ
て
関
係
の
村
か
ら
毎
年
米
一
俵
を
世
話
料
と
し
て

取
っ
て
い
ま
し
た
。

　

「
新
町
」
は
天
保
三
年
（
一
八
三
二
）
の
大
火
に
よ
り
全
焼
し
て

い
ま
す
が
、復
興
し
た
嘉
永
二
・
三
年（
一
八
四
八
・
四
九
）頃
か
ら

安
政
初
年
（
一
八
五
四
）
頃
に
は
、
屈
指
の
商
家
と
し
て
大
年
寄
難

波
平
五
郎
（
酒
造
）、
目
代
米
山
健
次
郎
、 
口  
入 
灰
屋
紀
三
郎
、
口

く
ち 

い
れ

入
屋
福
島
屋
定
八
、
宿
屋
の
重
屋
、
成
羽
屋
、
そ
の
ほ
か
下
駄
屋
、

疊
屋
、 
肴 
屋
な
ど
の
商
人
が
い
た
（「
昔
夢
一
班
」）
こ
と
が
書
か
れ

さ
か
な

て
い
ま
す
。

　

「
新
町
」
は
片
原
丁
な
ど
の
家
中
屋
敷
町
と
隣
接
し
て
い
て
「
家

中
と
町
家
は
垣
一
と 
重  
隔 
つ
る
も
交
際
は
更
に
無
之
。 
夫  
故 
家
中

か
さ
ね 

へ
だ 

そ
れ 

ゆ
え

の 
小  
供 
と
町
屋
の
小
供
と
は
言
語
も
多
く
違
へ
り
。
家
中
は
伊
勢

こ 

ど
も

の
国
よ
り
引
越
し
た
る
も
の
多
く
自
然
に
其
言
葉
伝
り
た
る
も
、

町
屋
は
備
中
土
着
に
て
趣
の
異
る
も 
尤 
の
事
な
り
。
維
新
後
、
小

も
っ
と
も

学
校
へ 
混  
淆 
登
校
す
る
こ
と
と
成
り
て
自
然
と
一
致
し
た
る
や
に

こ
ん 

こ
う

覚
ふ
」（「
昔
夢
一
班
」）
と
あ
っ
て
城
下
町
時
代
の
様
子
が
伺
え
る

の
で
す
。

　

現
在
の
「
新
町
」
は
近
世
城
下
町
プ
ラ
ン
を
そ
の
ま
ま
留
め
る

「 
竪  
町 
」
の
新
町
通
り
と
、
西
の
本
町
を
結
ぶ
菊
屋 
小  
路 
（
見
通
し

た
て 

ま
ち 

し
ょ
う 

じ

を
悪
く
し
て
折
れ
曲
っ
て
い
る
）
な
ど
三
本
の
小
路
（
横
町
）、
そ
し

て
東
の
片
原
町
へ
通
じ
る

一
本
の
小
路
が
残
っ
て
い

ま
す
。

　

「
新
町
」
の
「
新
」
の
付

く
地
名
は
各
地
に
見
ら

れ
、
意
味
は
「
古
」「
元
」

な
ど
に
対
し
て
「
新
し

い
」
と
い
う
意
味
な
の
で

す
が
、
高
梁
の
「
新
町
」

は
、
本
町
と
と
も
に
松
山

城
下
で
「
最
初
に
出
来
た

町
」、「 
新 
な
り
」
と
い
う

は
じ
め

意
味
か
ら
付
け
ら
れ
た

町
名
で
古
く
は
「
あ
ら

（
新
）
ま
ち
」
と
い
わ
れ
た

こ
と
も
あ
っ
た
の
で
す
。

（
文
・
松
前
俊
洋
さ
ん
）

二
十
三　
　

新　

町

　

「 
新  
町 
」
は
今
の
高
梁
市
新
町
。北
は
小
高
下
谷
川
か
ら
南
は
伊

し
ん 

ま
ち

賀
谷
川
ま
で
の
町
で
、
西
側
の
本
町
通
り
や
東
側
の
片
原
町
・
石

火
矢
町
な
ど
と
平
行
し
て
北
か
ら
南
へ
と
走
る
町
筋
で
、
近
世
の

「 
竪  
町 
型
城
下
町
」
の
特
色
を
そ
の
ま
ま
残
し
て
い
る
町
通
り
の
一

た
て 

ま
ち

つ
な
の
で
す
。

　

江
戸
期
の
松
山
城
下
時
代
は
、
実
質
的
な
大
手
機
能
を
も
っ
て

い
た「 
惣  
門 
」に
最
も
近
い
町
屋
地
区
と
し
て
本
町
と
並
ん
で
重
要

そ
う 

も
ん

視
さ
れ
て
い
ま
し
た
。「
新
町
本
町
元
和
二
年
（
一
六
一
六
）
に
出

来
下
町
鍜
冶
町
元
和
四
年
に
出
来
…
」（「
松
山
御
城
主
歴
代

記
」・「
小
堀
氏
の
条
」＝
市
図
書
館
」）と
あ
り
、江
戸
初
期
に
小
堀

作
助
（
遠
州
）に
よ
っ
て
最
初
に
取
り
立
て
ら
れ
て
出
来
た
町
人
町

だ
っ
た
の
で
す
。

　

「
前
掲
書
」
に
「
新
町
本
町
鍜
冶
町
紺
屋
町
共
に
是
迄
小
堀
様

御
代
よ
り
御 
除  
地 
に 
仰  
付 
ら
れ
候
…
」
と
あ
り
、
ま
た
、
そ
の
後
の

じ
ょ 

ち 

お
お
せ 

つ

水
谷
氏
の
時
代
（
寛
永
一
九
年
〜
元
禄
六
年
＝
一
六
四
二
〜
九

三
）に
な
っ
て
も「
御
除
地
に
被
仰  
付   
候

      

…
」と
記
録
さ
れ
、そ
の
後

お
お
せ
つ
け
ら
れ
そ
う
ろ
う

「
新
町
」は
本
町
・
下
町
・
鍜
冶
町
・
南
町
な
ど
と
と
も
に「
五
丁
の

町
」の
一
つ
と
し
て「
往
古
よ
り
無
高
之 
地  
子 
御
免
除
之
地
に
て
…

じ 

し

一
切
町
方
へ
掛
り
候
之
事 
御  
座  
無 

ご 

ざ 

な
く 
候 
」（「
松
山
六
ヶ
町
差
出
帳
」

そ
う
ろ
う

＝
市
図
書
館
）
と
あ
る
よ
う
に
、「
新
町
」
は 
地  
子 （
税
な
ど
）
免
除

じ 

し

の
町
と
し
て
保
護
さ
れ
て
き
た
の
で
す
。

　

『
元
禄
七
年（
一
六
九
四
）正
月
改　

御
家
内
之
記
＝「
水
谷

史
」』に
よ
る
と
家
数
九
六
軒
と
あ
り
、 
延  
享 
元
年
（
一
七
四
四
）に

え
ん 

き
ょ
う

は
、
世
帯
数
一
五
六
軒　

男
二
六
八
人　

女
二
三
九
人　

本
家

五
六
軒　

借
家
一
〇
〇
軒
（「
松
山
六
ヶ
町
差
出
帳
」）
と
記
録
さ

れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
よ
り
前
の
石
川
総
慶
時
代
（
一
七
一
一
〜
四

四
）の
家
数
八
九
（
松
山
城
下
絵
図
○写
 

市
図
書
館
）
に
比
べ
る
と
戸

数
が
増
加
し
て
い
る
の
で
す
。

延
享
元
年
頃
「
新
町
」
の
役
人
の 
町  
年  
寄 
は
亀
屋
十
郎
右
衛
門
で

● 

● 

●

役
料
米
五
俵
の
ほ
か
塩 
改 

あ
ら
た
め 
役 
と
し
て
塩
口
餞
（
塩
一
俵
に
つ
き
六

や
く

厘
二
毛
余
）を
取
り
、そ
し
て 
目 

も
く 

代 
は
役
料
五
俵
で
吉
兵
衛
と
な
っ

だ
い（
め
て
）

て
い
て
町
方
屋
敷
か
ら 
口  
銭 （
人
数
割
で
取
る
税
）
を
徴
収
し
て
い

こ
う 

せ
ん

ま
し
た
（「
増
補
版
高
梁
市
史
」）。ま
た
、
町
に
は 
郷  
宿 
（
百
姓
が

ご
う 

や
ど

南から見る新町通り

（
敬
称
略
）

��

�

　

高
原
か
ら
見
降
ろ
す
パ
ノ
ラ
マ
備
中
湖
キ
ャ
ン
プ
の
思
ひ
出
心
に
刻
ま
ん

 

井
上　

明
彦
（
備
中
町
平
川
）

　
 
杣  
山 
の
手
入
も
出
来
ぬ
老
い
た
れ
ば
伸
び
ゆ
く
樹
木
山
容
変
る

そ
ま 

や
ま

 

梅
野　

八
郎
（
松　
　

山
）

　

ハ
ー
リ
ャ
ー
サ
ー
の
声
に
あ
わ
せ
て
踊
る
輪
に 
老  
友 
の
顔
あ
り 
所  
作 
若
や
ぎ
て

と 

も 

し
ょ 

さ

 

小
野
は
る
恵
（
原
田
南
町
）

　
 
去  
年 
ま
で
は 
夫 
が
焚
き
た
る
迎
へ
火
を
今
宵
は
夫
を
迎
へ
む
と
焚
く

こ 

ぞ 

つ
ま

　
　
 

梶
谷　

文
江
（
石
火
矢
町
）

　

玉
の
汗
滴
る
ほ
ほ
に
そ
っ
と
吹
く
や
さ
し
い
風
は
秋
の
さ
さ
や
き

　
　
 

亀
石
惠
美
子
（
川
上
町
仁
賀
）

　

継
ぐ
者
の
な
く
て
田
畑
の
あ
れ
は
て
て
廻
り
は
白
く 
芒 
ゆ
れ
と
ぶ

す
す
き

 

 
芝
吹
美
代
子
（
落
合
町
阿
部
）

　

昨
日
ま
で
の
猛
暑
忘
る
ゝ
今
朝
の
窓
た
し
か
な
る
立
秋
の
風
の
触
感

　
　
 

田
中　

弘
子
（
川
上
町
領
家
）

　

う
ち
わ
手
に
星
空
眺
め
涼
を
よ
び
山
の
そ
よ
風
風
鈴
の
音
に

 

原
田　

由
き
（
高
倉
町
飯
部
）

　
 
葱 
の
種 
素  
麺 
す
す
る
夏
の
た
め
黒 
胡  
麻 
の
如
祖
母
は 
播 
き
た
る

ね
ぎ 

そ
う 

め
ん 

ご 

ま 

ま

 

平　
　

初
音
（
高
倉
町
田
井
）

　
 
不
如
帰 
は
げ
し
く
啼
き
て
飛
び
ゆ
け
り
茜
の
空
の
う
す
れ
ゆ
く
中

ほ
と
と
ぎ
す

 

桝
上　

秀
雄
（
備
中
町
西
山
）

��

�

　

野
良
仕
事
暑
さ
を
し
の
ぐ
木
陰
か
な 

赤
木　

文
子
（
備
中
町
西
山
）

　

過
疎
の
村
コ
ス
モ
ス
咲
か
せ
人
あ
ふ
る 

平
松　

幾
代
（
長
寿
園
内
）

　

秋
め
く
や
は
さ
み
の
音
や
松
手
い
れ 

結
城　

成
子
（
宇
治
町
宇
治
）

��

�

　

運
動
会
昔
は
ハ
ダ
シ
今
は
靴 

藤
井
タ
ツ
子
（
備
中
町
西
山
）

�訂正�8月号上段21行｢穴戸山神社｣とあるのは、｢穴門山神社｣の誤りでした。

レ


